










町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

毎年恒例！夏の風物詩「明和地区大盆踊り」開催

満百歳を祝う　本多しげ子さんに知事賀寿贈呈

星を学ぶと夜空の
見え方が変わる　「ただみ 星めぐりの歌」開催

　令和８年度只見学講座「ただみ 星巡り
の歌」（中央公民館主催）が８月８日、只見
公民館で開催されました。講師に只見町公
認自然ガイドの大宮みゆきさんを招き、宮
沢賢治作詞・作曲の「星めぐりの歌」から、
はくちょう座やさそり座など夏に見える星
座を引用して、それらに由来する神話や、
星の一生などについて解説していただきま
した。参加者は昔の人が星に託した物語に
思いを馳せ、素敵な夏の夜のひと時を過ご
していました。

　「明和地区大盆踊り」（明和青年団主催）
が８月１５日、明和公民館駐車場で開催さ
れました。地域住民や帰省者の方々など約
３００人が来場しました。天気にも恵まれ、
会場では夕暮れ時から明和青年団のお囃子
演奏の中、来場者は輪になって盆踊りを楽
しみました。会場には焼きそばやマトンケ
バブ、ビールなどの飲食や射的の屋台が設
けられ、抽選会も行われました。最後には
花火が打ち上げられ、明和地区の夏の夜空
を彩りました。

　本多しげ子さん（只見）への知事賀寿贈呈式が
８月１２日に自宅で行われました。
　式では、知事賀寿状の伝達や、お祝い品の贈呈
の他、ひ孫さんから花束が贈られました。
　本多さんは長寿の秘訣を聞かれると「好き嫌い
はあまり無く、野菜をよく食べること。相撲や野
球などスポーツをテレビで見ることが好き。家族
には迷惑をかけているかもしれないが、くよくよ
しないで生活することが大切」と答えました。
　これからも素敵な人生をお過ごしください。お
めでとうございます。

▲大宮さんはカタユキワタリのときに、雪の上に寝て見る只見の星が好きだ
そうです

▲大盆踊りを主催した明和青年団と有志の皆さん

▲本多しげ子さん（前中央）とご家族の皆さん
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

「おはなしと音楽」開催
ハーモニカの音色と絵本の
面白さを楽しむ

志と歩みを継ぐ
「河井継之助墓前祭」が
執り行われました

　只見町で生涯を終えた長岡藩の家老河井継之助をし
のぶ「河井継之助墓前祭」が、河井継之助の命日であ
る８月１６日に医王寺で行われました。
　墓前祭では、渡部仁一実行委員長が挨拶し、読経に
続き参列者が焼香しました。渡部町長は「国道２８９
号の暫定開通により、長岡市と只見町の結び付きをさ
らに強めていきたい。河井継之助の信念に学び、それ
に基づき行動することが、現代を生きる私たちの使命
だと心に刻む」と追悼の言葉を述べました。

　永井由美さん、三瓶由利子さん、佐藤眞喜子さん
が「ブナりん健康ポイント制度」で１００ポイント
を達成しました。元気の秘訣を伺うと、由美さんは
人と交流すること、由利子さんは色々な人と交流し
て楽しく過ごすこと、眞喜子さんはウォーキングや
体操を毎日行うことだと教えてくれました。１０年
程前から大倉地区でサロン活動をしており、３人は
これからも頑張っていきますと話しました。
　「ブナりん健康ポイント制度」は介護予防教室や
健康講座、地域づくりサロンなどに参加するとポイ
ントをもらうことができ、ポイント数に応じて健康
グッズなどと交換できる制度です。

　「おはなしと音楽」（只見公
民館主催）が８月２２日、只
見公民館で開催されました。
演奏会ではハーモニカ演奏者
の平松悟さん（只見）が名曲
を軽やかに披露しました。ま
た、図書ボランティアの三瓶
彰治さん（叶津）、黒田晶子
さん（蒲生）、本多一恵さん
（只見）、渡部和子さん（舘ノ
川）が絵本の読み聞かせを行
いました。参加者は無料で振
る舞われたかき氷を頬張りな
がら、音楽と絵本を楽しむ時
間を過ごしました。

▲長岡市からも多くの関係者が参列されました

▲１００ポイントを達成した（左から）永井由美さん、
三瓶由利子さん、佐藤眞喜子さん

▲圧巻のハーモニカ演奏で
魅了した平松さん

◀ページをめくる度に広が
る展開に、子どもたちも
笑顔

ブナりん
健康ポイント 100ポイント到達おめでとうございます
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
八
年
八
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
八
月
定
例
会

�

都　

挨
拶
は
白
い
歯
キ
ラ
リ
夏
休
み

夏
空
や
チ
ー
ム
一
丸
に
白
球
は
飛
ぶ

�

味
代
子

老
い
し
歯
の
一
喜
一
憂
冷
し
麦

返
納
を
す
る
か
否
か
の
酷
暑
か
な

�

真
理
子

苺
も
ぎ
あ
の
子
と
あ
の
子
を
思
い
つ
つ

芋
の
花
紫
め
く
カ
フ
ェ
に
一
人

�

睦　

子

夏
風
や
お
盆
も
近
し
せ
み
の
声

掛
軸
は
静
一
文
字
で
夏
の
夜

�

尚　

幸

金こ
が
ね
む
し

亀
子
ぶ
つ
か
る
音
や
家
の
窓

蝉
時
雨
湖
畔
を
か
け
る
子
供
達

�

理
恵
子

蛍
飛
ぶ
引
っ
越
し
し
て
来
て
早
九
年

紫ア
ジ
サ
イ

陽
花
や
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
人
も
増
え

�

一　

恵

こ
の
峠
下
れ
ば
我
が
家
百
合
の
花

全
山
を
揺
る
が
し
て
い
る
蝉
時
雨

�

修　

一

送
り
火
や
尽
き
て
カ
タ
リ
と
落
ち
る
音

霊
柩
車
緋
鯉
真
鯉
も
見
送
り
て

�

信　

川
霧
の
漂
う
朝
や
山
ね
む
る

秋
来
ぬ
と
只
見
の
山
に
風
渡
る

�

目
黒　

富
子

独
り
身
で
老
い
ゆ
く
か
と
子
を
案
じ
ゐ
る
そ
の
母
親
に
言
葉
出
で
こ
ず

�

関
谷
登
美
子

日
常
に
入
る
こ
と
な
き
林
な
ど
走
る
列
車
の
窓
よ
り
眺
む

�

立
花　

奏
音

夏
名
残
ス
イ
カ
食
む
息こ
子
が
種
つ
ま
み
蒔
け
ば
ひ
ら
く
と
ま
な
こ
輝
く

�

新
国
由
紀
子

缶
ジ
ュ
ー
ス
開
く
る
真
似
飲
む
真
似
捨
つ
る
真
似
一
歳
の
孫
い
づ
こ
で
覚
ゆ

�

渡
部
ヨ
リ
子

県
外
の
豪
雨
の
ニ
ュ
ー
ス
流
る
れ
ば
我
が
住
む
町
の
災
害
思
ふ
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むし歯のない子

皆
みな

川
かわ

弓
ゆ

鶴
づる

くん

小
こばやし

林 海
うな

くん

馬
ば

場
ば

皐
こう

くん

馬
ば

場
ば

友
ゆ

椿
き

さん

酒
さか

井
い

愛
あい

佳
か

さん

徳
とく

永
なが

悠
ゆう

里
り

くん

（黒谷）

（二軒在家）

（小林）

（蒲生）

（舘ノ川）

（梁取）

電話番号

税

今
月
の
納
期

９
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎ 82-5210
自然首都推進室（ただみ・ブナ
と川のミュージアム）
� ☎ 82-5963
� FAX 72-8356
町民生活課
　町民税務係� ☎ 82-5110
　生活安全係� ☎ 82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎ 84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎ 84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎ 82-5230
　建　設　係� ☎ 82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎ 82-5240
会　計　室� ☎ 82-5120
只見保育所� ☎ 82-2219
認定こども園� ☎ 84-2038
明和保育所� ☎ 86-2249
朝日診療所� ☎ 84-2221
（歯科）� ☎ 84-2612
こぶし苑� ☎ 84-2101
只見公民館� ☎ 82-2141
朝日公民館� ☎ 84-2111
明和公民館� ☎ 86-2111
教育委員会� ☎ 82-5320
学校給食センター� ☎ 84-7180
議会事務局� ☎ 82-5300
農業委員会� ☎ 82-5230

●
国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）

●
水
道
使
用
料
（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
９
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
３
期
）

●
後
期
高
齢
者
保
険
料
（
２
期
）

お
知
ら
せ

９
月
・
10
月
は

「
行
政
相
談
月
間
」で
す

　

９
月
お
よ
び
10
月
の
２
か
月
間

は
「
行
政
相
談
月
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
役
所
（
国
、
県
、

市
区
町
村
）
等
の
仕
事
に
関
し

て
、
苦
情
や
要
望
し
た
い
こ
と
、

困
っ
て
い
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い

こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
省
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
が
、
行
政
相
談
月
間

内
の
、
次
の
日
程
で
「
臨
時
相
談

窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

【
日
時
】

10
月
20
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
会
場
】

朝
日
公
民
館

農
事
研
修
室

【
只
見
町
担
当
行
政
相
談
委
員
】

　

目
黒　

真
弓
さ
ん
（
小
川
）

【
そ
の
他
】

　

相
談
は
無
料
で
、
予
約
不
要
で

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

只
見
町
役
場
総
務
企
画
課

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

（３歳児健診８月４日）

むし歯のない子
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会津ナンバー
特設ホームページは

こちら

お問い合わせ
フォームはこちら

　

令
和
８
年
９
月
か
ら
10
月
は

「
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
」

の
重
点
実
施
期
間
で
す
。

　

自
動
車
の
使
用
者
に
は
、
道
路

運
送
車
両
法
に
お
い
て
、
自
動
車

の
適
切
な
点
検
・
整
備
の
実
施
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
定

期
点
検
整
備
の
実
施
状
況
は
乗
用

車
で
６
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、大
型
車
で
は
、重
大
事

故
に
つ
な
が
り
う
る
車
輪
脱
落
事

故
が
近
年
多
発
す
る
と
い
っ
た
深

刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、
大
型

バ
ス
に
お
い
て
も
、
少
数
で
は
あ

る
も
の
の
依
然
と
し
て
車
両
火
災

事
故
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

安
全
確
保
と
環
境
保
全
に
は
、

ク
ル
マ
の
点
検
整
備
が
必
要
で
す
。

長
く
ご
使
用
の
ク
ル
マ
に
は
、
細

や
か
な
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

定
期
点
検
を
実
施
し
て
ク
ル
マ
の

不
具
合
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
合
せ
先

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島

運
輸
支
局

☎
０
２
４
－
５
４
６
－
０
３
４
５

福
島
県
自
動
車
適
正
使
用
推
進

協
議
会
事
務
局

☎
０
２
４
－
５
４
６
－
３
４
５
１

　

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
等
を

原
因
と
す
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
に
対
す
る
国
の
損
害
賠
償

瀬
金
を
前
提
と
し
、
こ
れ
ら
の
感

染
者
へ
の
給
付
金
等
の
支
給
を
定

め
た
「
特
定
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」（
以
下
「
特
措

法
」）
が
平
成
24
年
１
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

集
団
予
防
接
種
等
に
よ
る
す
べ

て
の
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

の
救
済
を
め
ざ
し
て
い
る
全
国
Ｂ

型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
福
島
・
山
形

原
告
団
及
び
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

新
潟
弁
護
団
で
は
、
特
措
法
に
関

す
る
電
話
・
出
張
相
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

◎
特
措
法
電
話
相
談
会

【
日
時
】

令
和
８
年
９
月
12
日（
土
）

　
　
　
　

11
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務

所
（
新
潟
市
）

【
内
容
】

　

特
措
法
に
基
づ
く
給
付
金
支
給

手
続
に
関
す
る
相
談

【
電
話
相
談
】

　

相
談
料
無
料
（
別
途
通
話
料
が

か
か
り
ま
す
。）

【
電
話
番
号
】

　

☎
０
２
４
－
２
２
３
－
１
１
３
０

【
そ
の
他
】

　

個
人
情
報
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◎
特
措
法
出
張
相
談
会

【
日
時
】

　

令
和
８
年
10
月
17
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

【
場
所
】

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス　

２
階

研
修
室

会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90

【
内
容
】

　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎
に

な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対
象
と

し
た
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
。
特

措
法
に
基
づ
く
休
載
や
手
続
の
内

容
、
弁
護
団
へ
の
依
頼
の
方
法
等

を
弁
護
士
が
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

予
約
優
先
、
当
日
会
場
で
の
申

し
込
み
可
。
個
人
情
報
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　

会
津
地
域
の
17
市
町
村
で
は
、

自
動
車
用
の
「
会
津
版
図
柄
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
」の
導
入
に
向
け
、

会
津
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
な
ど
、

地
域
の
特
色
を
表
現
し
た
作
品
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

最
優
秀
賞
（
国
土
交
通
省
へ
の
提

案
デ
ザ
イ
ン
）
に
は
、
賞
金
と
し

て
10
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

会
津
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に

限
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

令
和
８
年
８
月
14
日（
金
）～

　
　
　
　

10
月
15
日（
木
）

【
応
募
方
法
】

　

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
い
た
だ
き
、
応
募
フ
ォ
ー
ム
か

ら
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
に
関
す
る
詳
細
は
募
集
要

項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

自
動
車
の
安
全
確
保
の
た
め

点
検
・
整
備
を
し
ま
し
ょ
う

「
弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
措
法
無
料
相
談
会
」
開
催

会
津
版
「
図
柄
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
」
デ
ザ
イ
ン
募
集

●
お
問
合
せ
先

只
見
町
役
場　

総
務
企
画
課
企

画
係

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
１
０

会
津
総
合
開
発
協
議
会

☎
０
２
４
２
－
24
－
６
３
１
２

●
お
問
合
せ
先

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
・
福

島
・
山
形
事
務
所

☎
０
２
５
－
２
２
３
－
１
１
３
０

FAX
０
２
５
－
３
７
８
－
１
６
６
２
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～９月は「健康増進普及月間」です～

これからの人生を元気に過ごすために
筋肉を守って「自分の健康づくり」を始めてみませんか? 鳥

獣
被
害
対
策
の
現
場
か
ら
「
サ
ル
に
強
い
地
域
づ
く
り
」

　

令
和
８
年
６
月
24
日
か
ら
９
月
16
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
が
町
内
を
巡
回
し
ま
す
。
主
に
ニ
ホ

ン
ザ
ル
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
や
出
没
が

あ
る
箇
所
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
限
ら
ず
、
有
害
鳥
獣
を

見
か
け
た
、
被
害
が
あ
っ
た
等
の
情
報
は

実
施
隊
や
農
林
建
設
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

只
見
町
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
長

深
津
和
枝

☎
０
８
０
－
２
８
１
７
－
５
６
７
８

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中

ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
態

ニ
ホ
ン
ザ
ル
被
害
の
対
策

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
群
れ
を
作
っ
て
、
安
全

で
エ
サ
の
あ
る
場
所
を
求
め
て
広
い
範
囲

を
移
動
し
ま
す
。
サ
ル
の
群
れ
全
体
が
安

全
か
つ
十
分
に
採
食
で
き
る
場
所
は
、
人

間
に
と
っ
て
は
被
害
が
多
発
す
る
場
所
で

す
。
群
れ
が
好
ま
な
い
よ
う
な
場
所
や
集

落
で
あ
れ
ば
、
群
れ
は
他
の
場
所
を
求
め

て
移
動
し
、
出
没
頻
度
や
被
害
は
減
少
し

ま
す
。

　

只
見
町
内
に
は
伊
南
川
・
只
見
川
の
左

岸
側
に
大
き
く
５
つ
の
群
れ
が
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲サルにも効果がある多獣種侵入防止柵のイメージ図

▲車で町内全域を巡回しています
（写真は塩沢集落内を巡回中の様子）

『野生鳥獣被害防止マニュアル【総合対策編】』（2023農林水産省）
p.29より引用

▲効果が出る集落主体の「組織的」な追い払い
『野生鳥獣被害防止マニュアル【総合対策編】』（2023 農林水産省）
p.36より引用

　

鳥
獣
被
害
対
策
の
３
本
柱
は

①
入
れ
な
い
（
侵
入
防
止
）

②
近
づ
け
さ
せ
な
い
（
生
息
環
境
整
備
）

③
増
や
さ
な
い
（
加
害
個
体
の
捕
獲
）

で
す
。
③
は
基
本
的
に
専
門
家
で
あ
る
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
行
う
の
で
、
個
人

や
集
落
で
で
き
る
被
害
対
策
の
取
り
組

み
は
①
と
②
で
す
。
今
回
は
サ
ル
向
け

の
「
①
入
れ
な
い
」
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

ア　
複
合
柵
に
よ
る
侵
入
防
止

　
「
お
じ
ろ
用
心
棒
」
と
い
う
多
獣
種
侵
入

防
止
柵
は
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
支
柱

の
上
に
塩
ビ
パ
イ
プ
を
追
加
し
、
支
柱
に

ア
ル
ミ
テ
ー
プ
や
電
気
線
を
巻
く
こ
と
で

「
通
電
す
る
支
柱
」
と
し
ま
す
。
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
は
マ
イ
ナ
ス
極
を
、
追
加
し
た

塩
ビ
パ
イ
プ
に
は
電
線
を
通
し
て
プ
ラ
ス

極
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
サ
ル
が
柵
を
登
っ
て

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
か
ら
電
線
や
支
柱
を

つ
か
ん
だ
と
き
に
通
電
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

１
段
目
の
電
線
の
高
さ
を
ワ
イ
ヤ
ー
メ

ッ
シ
ュ
か
ら
10
㎝
以
内
に
す
る
こ
と
と
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
マ
ス
目
を
10
㎝
以

下
と
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

イ　
組
織
的
な
追
い
払
い

　

個
人
が
花
火
な
ど
で
す
る
追
い
払
い
は

効
果
が
少
な
く
、
む
し
ろ
サ
ル
が
慣
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
効
果
の
高
い
追
い
払
い
は
、

集
落
全
体
を
守
る
意
識
で
、
サ
ル
を
見
た

ら
必
ず
、
複
数
人
で
侵
入
し
た
場
所
に
集

ま
り
、
サ
ル
が
集
落
か
ら
出
る
ま
で
徹
底

し
て
追
い
払
い
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
場

所
を
「
危
険
」
で
「
エ
サ
を
食
べ
ら
れ
な

い
」
場
所
と
学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
集
落

を
避
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

参
考
文
献

『
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
【
総
合
対
策
編
】』

（
２
０
２
３
）
農
林
水
産
省

●
お
問
合
せ
先

農
林
建
設
課
農
林
係

☎
０
２
４
１
－
82
－
５
２
３
０
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～９月は「健康増進普及月間」です～

これからの人生を元気に過ごすために
筋肉を守って「自分の健康づくり」を始めてみませんか?

　

人
生
１
０
０
歳
時
代
。
で
き
る

だ
け
健
康
で
、
自
分
ら
し
く
生
活

で
き
る
期
間
を
長
く
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

只
見
町
の
平
均
余
命
と
平
均
自

立
期
間
（
要
介
護
２
以
上
に
な
る

ま
で
の
期
間
を
も
と
に
算
出
し
た

「
自
立
し
て
生
活
で
き
る
期
間
」）

の
間
に
は
、
男
性
で
約
2.1
年
、
女

性
で
約
3.7
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
差
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す

る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ

く
り
の
大
切
な
目
標
で
す
。

「
フ
レ
イ
ル
」を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
フ
レ
イ
ル
」
と
は
、
年
齢
と

と
も
に
心
身
の
活
力
が
低
下
し
、

体
力
や
筋
力
、
食
べ
る
力
、
こ
こ

ろ
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
な
ど
が

少
し
ず
つ
低
下
し
て
、
健
康
な
状

態
と
要
介
護
状
態
の
中
間
に
あ
る

状
態
で
す
。
フ
レ
イ
ル
は
、
何
も

し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
転

倒
や
骨
折
、
閉
じ
こ
も
り
、
要
介

護
状
態
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
フ
レ
イ
ル
は
早

く
気
づ
い
て
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
で
、
予
防
・
改
善
が
期
待
で

き
ま
す
。「
ま
だ
元
気
だ
か
ら
大

丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
時
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

筋
肉
は
加
齢
で
少
し
ず
つ
減
っ

て
い
き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
で
は

今
あ
る
筋
肉
を
守
り
、
で
き
れ
ば

少
し
ず
つ
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

す
。
椅
子
か
ら
ゆ
っ
く
り
立
つ
・

座
る
、
少
し
遠
く
ま
で
歩
く
、
家

事
や
農
作
業
を
続
け
る
な
ど
日
常

の
動
作
が
、
立
派
な
筋
肉
づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま
す
。

筋
肉
は「
生
活
す
る
力
」で
す

　
「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」
を
各

地
区
の
集
会
施
設
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
教
室
で
は
、
①
動
く
②
食

べ
る
③
つ
な
が
る
の
「
３
つ
の
健

康
習
慣
」
を
通
じ
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
住
み
慣
れ
た
只
見
町
で
、
自

分
ら
し
く
暮
ら
す
」
未
来
を
目
指

し
て
、
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
」に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？▲梁取集会施設でのフレイル予防

教室の様子

●お問合せ先　保健福祉課保健係　☎0241−84−7005
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※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

只見町商工会
連携企画

た
だ
み
の
今
を
支
え
る
人
た
ちさん

梁
取
板
金
有
限
会
社　
代
表
取
締
役　

梁
取
克
昌

９
月
下
旬
～
10
月

イ
ベ
ン
ト
情
報

　
昭
和
32
年
に
創
業
し
、
来
年
70
周
年
を

迎
え
る
「
梁
取
板
金
有
限
会
社
」。
今
回

は
、
代
表
取
締
役
の
梁
取
克
昌
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

─
会
社
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

「
屋
根
板
金
や
塗
装
、
外
壁
の
リ
フ
ォ
ー

ム
や
サ
ッ
シ
の
交
換
な
ど
、
建
物
の
外
観

に
関
す
る
こ
と
を
扱
っ
て
い
ま
す
（
弊
社

で
対
応
で
き
な
い
場
合
は
専
門
業
者
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
）
。
私
と
息
子
の
麻
緒
、

地
元
の
従
業
員
１
人
の
他
、
会
津
若
松
の

同
業
者
に
来
て
も
ら
っ
た
り
手
伝
い
に
行

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

　

父
が
東
京
で
板
金
業
を
教
わ
り
、
新
潟

で
経
験
を
積
ん
で
か
ら
、
只
見
に
戻
っ
て

来
て
創
業
し
ま
し
た
。
私
が
継
い
で
２
代

目
で
、
息
子
が
３
代
目
で
す
。
い
ま
は
息

子
が
現
場
を
仕
切
っ
て
い
ま
す
」

─
仕
事
で
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
現
場
の
安
全
管
理
を
し
っ
か
り
行
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
屋
根
の
上
は

高
く
て
危
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
女
性
で
も
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
現
場
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
前
の
重
機
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

で
作
業
で
き
る
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　

雪
国
の
屋
根
は
傾
斜
が
大
き
く
特
殊
な

の
で
、
積
も
っ
た
雪
が
自
然
落
下
す
る
こ

と
を
目
標
に
、
雪
の
落
ち
る
方
向
に
ス
ト

レ
ス
が
か
か
ら
な
い
屋
根
づ
く
り
を
意
識

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
屋
根
は
長
持
ち

す
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
薄
く
て
ト

タ
ン
の
下
に
敷
く
こ
と
が
で
き
る
独
自
の

融
雪
シ
ー
ト
ヒ
ー
タ
ー
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
好
評
で
す
。

　

冬
季
に
屋
根
の
上
に
登
っ
て
雪
下
ろ
し

す
る
こ
と
は
危
険
で
す
の
で
、
常
に
お
客

さ
ん
が
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。
直
接
受
注
し
て
い
る

の
で
、
お
客
さ
ん
と
話
し
て
要
望
を
聞
く

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」

─
こ
れ
か
ら
の
展
望
を

教
え
て
く
だ
さ
い

「
地
元
だ
け
で
は
な
く
町
外
で
も
仕
事
を

請
け
負
っ
て
い
て
、
地
元
で
は
少
し
で
も

安
く
し
た
り
町
外
か
ら
の
お
金
を
地
元
に

還
元
し
た
り
、
会
社
や
地
域
が
続
い
て
い

く
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。
雪
の
多
い

只
見
で
屋
根
は
特
に
大
切
で
す
か
ら
、
町

内
の
専
門
業
者
が
い
な
い
と
み
ん
な
困
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
地
元
の
た
め
に
仕

事
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
人
た
ち
や
子
育
て
世
代
が

安
定
し
て
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
働

け
る
場
と
し
て
の
役
割
も
意
識
し
て
い
ま

す
。
屋
根
の
仕
事
は
夏
し
か
で
き
な
い
の

で
、
か
つ
て
は
降
雪
期
の
収
入
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
町
か
ら
道
路
除
雪

を
受
託
し
て
い
る
の
で
、
通
年
で
雇
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
民
家
に
加
え
て
神
社
や
仏

閣
、
公
共
施
設
の
屋
根
な
ど
の
整
備
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
次
世
代
に

残
し
て
い
け
る
よ
う
な
屋
根
を
作
れ
る
よ

う
に
、
引
き
続
き
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」

▲梁取さん（右から１人目）と従業員の皆さん

○
梁
取
板
金
有
限
会
社

住
所
：
只
見
町
長
浜
字
唱
平
83

TEL
：
０
２
４
１
―

84
―

２
２
０
９

携
帯
：
０
９
０
―

４
０
４
７
―

３
８
５
９

9
月
26
日（
土
）

「
民
話
茶
屋
・
お
茶
会
」　

　
只
見
町
昔
ば
な
し
の
会
に
よ
る
昔
ば
な
し
語
り
と
、
茶
道

石
州
流
喜
楽
会
に
よ
る
お
茶
会
が
あ
り
ま
す
。

【
時
間
】
民
話
茶
屋
：
午
前
10
時
～　
お
茶
会
：
午
前
11
時
～

【
場
所
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

い
ろ
り
の
間

【
問
合
せ
先
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

（
℡
０
２
４
１
︱

86
︱

２
１
７
５
）

10
月
3
日（
土
）～
4
日（
日
）

「
自
然
首
都
・
只
見

　
水
の
郷
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」

　
只
見
町
内
や
近
隣
町
村
か
ら
う
ま
い
も
ん
が
大
集
合
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
は
た
ら
く
車
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

【
時
間
】
３
日　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
　
　

４
日　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】
只
見
線
広
場
（
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
前
）

【
問
合
せ
先
】
自
然
首
都
・
只
見

水
の
郷
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
只
見
町
商
工
会
内

�

℡
０
２
４
１
︱

82
︱

２
３
８
０
）

10
月
11
日（
日
）

「
只
見
町
駅
伝
競
走
大
会
」　

　
只
見
駅
周
辺
の
周
回
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
１
区
間
2.2
～
2.6

㎞
の
全
６
区
間
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
第
60
回
を

記
念
し
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
三
津
家
貴

也
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
！

【
時
間
】
午
前
７
時
30
分
受
付　
午
前
８
時
30
分
開
会
式

【
場
所
】
只
見
町
役
場
町
下
庁
舎
前
ス
タ
ー
ト

【
申
込
締
切
】
９
月
24
日
ま
で　
　
　

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
教
育
委
員
会

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
３
２
０
）
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
９
月
号
よ
り
「
町
の
話
題
」
を
カ

ラ
ー
に
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

が
多
く
登
場
し
ま
す
の
で
、
カ
ラ
ー

の
写
真
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
、
紙
面
の
色
合
い

も
只
見
町
の
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

緑
に
し
ま
し
た
。
突
然
変
わ
っ
た
の

で
、
驚
か
せ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
よ
り
良
い
広
報
紙
作
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
月
号
も
快
く
取
材
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
滝
沢
）

（7月26日～8月25日届出分）敬称略

転入　２　転出　１７　出生　２　死亡　５

令和８年８月１日現在
人　　口　３，３５２（－１８）
　 男 　　１，６７６（－　９）
世 帯 数　１，６７６（－　９）
世 帯 数　１，４５６（－　７）
高齢化率　　　　　４８．６％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

★ファイア・ドーム〈上〉〈下〉

★たまごのないしょばなし

� 【著】辻村　深月（小学館）

� 【著】しおたに　まみこ（ブロンズ新社）

　人はなぜ大きな事件に魅
了されてしまうのか
　噂は、軽薄な娯楽だ。
　２５年前、平穏だったは
ずの地方都市は、百貨店受
付嬢誘拐殺人事件の発生、
その報道により揺り動かさ
れ、「噂」という大量の炎

　ブラチスラバ世界絵本原
画展金牌受賞作家、しおた
にまみこの絵童話第３弾！
いけすかない？うらやまし
い？はじめてのこの気もち
はいったい何？
　あるひふと、おもったん
だ。「し」をかいてみよう
かな、って。ろうどくかい

が、加害者のみならず被害者にも降り注ぎ、燃
えさかった。ようやく静けさを取り戻したかに
見える町に燻り続ける因縁が、いま新たな事件
を呼び起こす――。
　「もう言われてるよ！ どうせ、親が殺したん
だろうって！」

で「し」をひろうした、たまご。よみおえると
たのんでもいないのに、みんながかってにかん
そうをいいはじめ…

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111

■お誕生おめでとうございます
田
た

代
しろ

　涼
すず

葉
は

（女／尚大・祐香）	 只　見
印
いん

南
なみ

　色
いろ

葉
は

（女／春樹・美由紀）	 二軒在家

■おくやみ申し上げます
鈴　木　　　渡　　86歳　　只　見
馬　場　タキ子　　95歳　　坂　田
馬　場　ヒ　デ　　90歳　　大　倉
宮　森　眞　一　　77歳　　黒　谷
新　國　マキ子　　87歳　　只　見
渡　部　政　子　　88歳　　小　川
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

■発行／只見町　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字町下2591-30
■編集／総務企画課総務係　https://www.town.tadami.lg. jp/　☎ 0241（82）5210

℡ 0241（72）8355

只見町ブナセンター通信
Vol. 18

新たな「自然首都・只見」伝承産品
ブナ林の恵み茶、ブナ林の恵み飴（５種）

お茶　1080円（税込） 飴　540円（税込）

　町のブランド商品「『自然首都・只見』伝承産品」に新たに「只見町ブナ林の恵み
茶」と「只見町ブナ林の恵み飴（5種）」が認定されました。いずれもブナ林ブレンド
プロジェクトを通して、只見町ブナセンターや新潟大学の協力を得て開発され、ヤマ
サ商店さんが製造・販売されています。「只見町ブナ林の恵み茶」は町内のブナ林に自
生する4樹種（ブナ、キブシ、オオバクロモジ、ケアブラチャン）から採集した枝・
葉をブレンドした樹木茶です。それぞれの樹種からは樹勢を弱めないよう持続可能な
形で枝・葉を採集しています。特に、キブシ、オオバクロモジ、ケアブラチャンはひ
こばえを多く出す性質を利用して、持続的に採集できます。ティーバックを煮出すと
部屋中に良い香りが漂い、ホットでも冷やしても美味しく飲むことができます。「只見
町ブナ林の恵み飴（5種）」についても同様の樹種を使い製造され、ブナ味、キブシ味、
オオバクロモジ味、ケアブラチャン味、4樹種ブレンド味があります。「自然首都・
只見」の自然といえば、ブナ林であり、まさにこれを体現したお土産物となっていま
す。お茶も飴も美味しく、非常に好評で、ぜひ一度手に取ってみていただければと思
います。只見町インフォメーションセンターのほか、ただみ・ブナと川のミュージア
ム、ふるさと館田子倉などでご購入いただけます。

只見町ブナセンターからのお知らせ
企画展「アリからクマまで－タネをまく動物」
期間：４月４日（土）～１１月30日（月）　　場所：ただみ・ブナと川のミュージアム
内容：自ら動くことができない植物は、動物の力を借りてタネを遠くに移動させ、子孫を

残してきました。本企画展では、その仕組みなどについて、全国の研究者が解説し
ます。また、大人から子供まで楽しく理解できるよう工夫をしましたので、ぜひ見
学にお越しください。
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